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河 
東 ふ れ あ い 

  

 2月5日(日)に河東コミセンで、河東地区福祉

会の「ボランティア研修会」が開催されました。 

 参加者は、福祉会未結成地区を含め、一般91

人、役員･来賓7人の計98人。満杯状態の会場で、

4地区(城西ヶ丘･稲元･ひかりヶ丘･須恵)が「高

齢者見守りネットワーク」の活動状況を発表し

ました。 

 高齢者･認知症者を地域で見守る必要性を実感

した参加者は、各地区の組織体制の作り方に興

味を持って熱心に聞き入っていました。 

  

 もっと知りたいと思い、「宗像カノコユリ研究会」の会員になりました。毎

月最終日曜日の午後、吉田博美先生の指導の下に30～40人が集まり、種まき、

球根植え、鱗片による球根増やしなどをしています。毎回興味津々です。  

 河東にもグループを作ろうと準備中で、手始めに河東コミセン玄関へのアプ

ローチの右側に黒い畦板で囲みをつくり、カノコユリを植えています。もう芽

が出始めました。コミセンにおいでの折にはぜひご覧ください。 

 また、ほたるの里にも3か所植えました。こちらは7～8月には開花します。

お楽しみに!          (環境整備部会･環境リーダー会 倉本和子) 

 私の住む団地のある家の生垣にひそやかに咲く花を見

つけたのが、私とカノコユリの最初の出会いでした。そ

の可愛さに思わず引き込まれました。  

 カノコユリは宗像市の市花で、DNA解析の結果、宗像

固有のものであることが分かっています。ずっと昔から

連綿と受け継がれてきたカノコユリには、悠久の時の流

れを感じます。 

  

バスの色は時刻表の 

路線図の色と一緒です。 

 河東保育園と稲元シニ

アクラブの作品です。 

 コミセンゆったりサロンに

3月5日～30日まで展示し

ていました。 

  

 社会福祉協議会の森課長から、「河東地区は

宗像市の中でも、見守り活動の先進地と言える」と

の好評を頂きました。 

 発表会後はシンフォニー合唱団の「宗像コン

サート」を楽しみました。重住千寿香さんの独

唱や男声合唱、混声合唱と15曲程の素晴らしい

歌声に感動しました。 

 その後、地区ごとにテーブルを囲んで昼食を

とりながら区内での見守り活動や、その他の問

題点などを話し合いました。 

 また、同時に「熊本地震災害義援金」の募金

も行われ、2万2千円余が寄せられました。 

         (健康福祉部会 山本武男)   

 平成28年4月に開講した子ども囲碁将棋教室の締

めくくりとして、大会を開催しました。 

 将棋の部は参加者12人が抽選で2グループに分か

れ、リーグ戦を行いました。 

 子ども達は日ごろの練習の成果を発揮し、王手

飛車あり、秒読みに入る長考あり…と熱戦を繰り

ひろげました。 
 

成績は次のとおり 
 

  将棋の部 

     Aパート 1位 髙 太一くん(4年)  5勝0敗  

               2位 最所晴也くん(5年)  4勝1敗 

   

      Bパート 1位 平峯 諒くん(6年)  5勝0敗  

                2位  長岡拓磨くん(4年)  4勝1敗 
 
 

 なお囲碁の部は参加者3人と少なかったため、練

習対局としました。       (運営協議会) 

これらは全てあなた達が食べている食物を作る為に

農家の人達が使っていた道具です」という話をしました。 

 実際に麦の種を使って唐箕で選別しそれを石臼で

粉にする体験では、子ども達は興味津々で大はしゃ

ぎでした。 

とうみ いしうす 

 最後に私達が作成している年表を見せて「宗像

には人の為に尽くした人がこんなにたくさんいる

んですよ」「あなた達も素晴らしい先輩たちに負

けない様しっかり勉強して立派な人間になって下

さい」とお願いして帰って来ました。 

   (公民館活動部会･歴史研究会 花田敏彦) 

 今年も河東小、河東西小で「人が生き

る上で一番大切な食」をテーマに昔の道具の

出前授業を行いました。    

 まず「江戸時代から使われていた古い

農具や牛馬に引かせて使われた農具。 


